
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

円 円 円 円 円

事業費 4,231,000 － － － 15,633,200

交付金額 4,231,000 － － － 15,633,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　今後も、車両の安全かつ円滑な通行に支障を来たす農道について、地域住
民の要望を踏まえ計画的に改善に努める。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、車両の安全かつ円滑な通行を図ることが
できた。本事業完了後、アンケート調査を実施したところ、「走行性が良
くなった。粉塵がなくなった。」との回答が多数あったことから、本事業
の成果目標を達成できたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を本市
ホームページ及び工事用看板（防衛省と地域社会との協力を象徴するエン
ブレムの掲示を含む。）へ記載し、地域住民への周知を図った。

実施設計、整備工事　農道L=235.0m、W-4.0m

令和元年度から令和５年度

事業費及び交付金額

計

19,864,200

19,864,000

　本農道は、菊や花卉類の農作業において頻繁に利用されている道路で
あり、また周辺住民の生活道路であるが、未舗装であるため、道路が洗
堀されており、車両の通行に支障を来している状況である。
　このため、本事業により舗装整備を行うことで車両の安全かつ円滑な
通行を図ることができ、地域農業の振興かつ生活環境の向上に寄与する
ものである。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

羽地地区農道整備工事(羽地中部支線6号農道)

名護市長

名護市字　仲尾　地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の
目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

久辺小学校ほか１校物品購入

名護市長

名護市字豊原地内

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、音楽の授業等を安定的に行える環境を整備する
ことができた。このことについて、小学校及び中学校の教師へアンケートを実施
したところ、「これまでのピアノでは老朽化で授業に支障があったが、新規で購
入することによりその支障が解消された。」や「整備された時期が２月下旬で日
が浅く、体育館設置なので、卒業式の歌の練習等での活用がされたところです。
新品は弾き慣らさないと音が出なくなるという事で、地域連携で高専の学生に依
頼して弾きに来てもらったりしました。」等の回答が得られており、安定的に授
業を行える環境が整ったと評価する。

【地域住民への周知】
　保護者及び地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業である旨を市ホームページへ掲載して周知を図った。（防衛省と地域
社会との協力を象徴するエンブレムの掲示を含む。）

今後とも安定した学校運営のため、整備した備品を適切に管理していく。

　
○　久辺小学校(音楽室)

　上記の学校にあるアップライトピアノは、音が演奏者側にしか反響しないような
構造となっているため、個人の住宅等限られた設置面積の演奏に適しているが、体
育館、教室等広い空間での演奏には適していないため、名護市教育委員会の方針と
してグランドピアノを整備する。
　また、老朽化により弦をたたくハンマーの動きが悪く、連続で鍵盤を引くと音が
鳴らない不具合がある。

○　久辺中学校(体育館)

　上記の学校にあるアップライトピアノは、音が演奏者側にしか反響しないような
構造となっているため、個人の住宅等限られた設置面積の演奏に適しているが、体
育館、教室等広い空間での演奏には適していないため、名護市教育委員会の方針と
してグランドピアノを整備する。
　また、アップライトピアノ（縦型ピアノ）では、音量に限界があり体育館のキャ
パに合わない。基本的にマイクを使用しての演奏は、演奏者に高度な技量が求めら
れるため本校の実態（生徒の演奏技術）に合わない。また、ピアノ伴奏の音量が小
さいと校歌斉唱など歌声も小さくなってしまうため、改善したい。

　以上の課題改善に向け、本事業によりグランドピアノを購入、設置することで授
業を安定的に行える環境を整備する。

グランドピアノ　２台　（ピアノ専用イス含む）

令和５年度

円 円 円

事業費及び交付金額

無

令和５年度 計

事業費 3,960,000 3,960,000

交付金額 3,960,000 3,960,000

円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 4,697,000

交付金額 4,697,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注　：　１　　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額 （交付金・市
　　　　　　町村費等・その他・運用益・計） 、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　　　２　　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　　　　を記載すること。

　地域住民への理解を図るため、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業で
ある旨を以下のように周知。
　１　市ホームページへ掲載済み
　２　工事の際、看板へのエンブレム表示済み
　３　名護市消防年報へ記載済み

　火災発生時に安定した消防活動を実施するため、計画的な維持管理を徹底する。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

4,697,000

【補助事業の成果及び評価】
　公設消火栓数が４４７基から４５１基となり消防水利整備率が６４．３％から６４．８％
へ向上した。このことにより伊差川地区、宇茂佐地区、宇茂佐の森地区の火災発生
時における迅速な消防活動を構築することが可能となった。

・３年毎に行われる消防施設整備計画実態調査への回答（令和７年度予定）

【地域住民への周知の実施状況】

〇１、事業概要
　火災発生時の初期消火や消防活動に支障が生じないよう、適切な位置に計
画的に消火栓を整備する。

○２、事業実施の背景
　水道法２４条にて水道事業者の消火栓設置義務及び市町村の費用負担が定
められている。本市の消防水利算定数における整備率は６４．３％となっており、
全国平均７８．７％を下回っている現状がある。総務省消防庁より全国平均を早
期に上回る整備計画を作成し、整備促進を図る様にとの通知もあることから、本
事業において、消防水利を設置することにより、災害等から市民の生命、身体
及び財産を保護するともに、迅速な消防活動を構築し災害による被害の軽減を
図る。

整備工事　地下式消火栓4基

令和５年度

計

4,697,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

消防水利整備工事

名護市長

名護市伊差川地区、宇茂佐地区、宇茂佐の森地区



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

○　真喜屋小学校(炊飯器)
　上記の学校にある炊飯器は、老朽化が進んでおり(購入年度不明)、授業等に支障
をきたしている状況である。
○　羽地小学校(冷凍冷蔵庫)
　上記の学校にある冷凍冷蔵庫は、老朽化が進んでおり(購入年度不明)、授業等に
支障をきたしている状況である。
○　屋部小学校(跳び箱５段（小低学年用）)
　上記の学校には低学年用の跳び箱５段（小低学年用）がないため事業に支障をき
たしているため追加購入し設備を整える。
○　屋部小学校(逆上がり補助器)
　上記の学校にある逆上がり補助器は、老朽化が進んでおり(購入年度不明)、授業
等に支障をきたしている状況である。
○　屋部小学校(フットサルゴール)
　上記の学校にあるフットサルゴールは、台風の影響で破損してしまい(購入年度不
明)、授業等に支障をきたしている状況である。
○　屋部小学校ほか２校(児童用机・イス)
　上記の学校にある児童用机は、老朽化が進んでおり(屋部小学校は購入年度不明、
大宮小学校は平成20年度購入、大北小学校は平成11年度購入)、授業等に支障をきた
している状況である。
○　屋部小学校(業務用冷凍冷蔵庫)
　上記の学校にある業務用冷凍冷蔵庫では容量が不足しているため、追加購入し設
備を整える。
○　大宮小学校(会議用テーブル)
　上記の学校にある会議用テーブルは、老朽化が進んでおり(購入年度不明)、イベ
ント等に支障をきたしている状況である。
○　大宮小学校(パームファイバーマットレス)
　上記の学校にあるパームファイバーマットレスは、老朽化が進んでおり(平成14年
度購入)、学校生活に支障をきたしている状況である。
○　大宮小学校(CDラジカセ)
　上記の学校にあるCDラジカセは、老朽化が進んでおり(平成22年度購入)、授業等
に支障をきたしている状況である。
○　東江小学校(大型扇風機)
　上記の学校にある体育館の大型扇風機は、容量が不足しているため追加購入し設
備を整える。
○　瀬喜田小学校(顕微鏡)
　上記の学校にある顕微鏡は老朽化が進んでおり(平成17年度購入)、授業等に支障
をきたしている状況である。
○　瀬喜田小学校(電子てんびん)
　上記の学校にある電子てんびんは老朽化が進んでおり(平成13年度購入)、授業等
に支障をきたしている状況である。
○　瀬喜田小学校(双眼実体顕微鏡)
　上記の学校にある双眼実体顕微鏡は老朽化が進んでおり(平成11年度購入)、授業
等に支障をきたしている状況である。
○　久辺小学校ほか３校(ミシン)
　上記の学校にあるミシンは老朽化が進んでおり(購入年度不明)、授業等に支障を
きたしている状況である。
○　大北小学校(パイプイス)
　上記の学校にある電子てんびんは老朽化が進んでおり(購入年度不明)、授業等に
支障をきたしている状況である。
○　羽地中学校(電源装置)
　上記の学校にある電子てんびんは老朽化が進んでおり(平成７年度購入)、授業等
に支障をきたしている状況である。
○　名護中学校(オーディオセット)
　上記の学校にあるオーディオセットは老朽化が進んでおり(平成13年度購入)、授
業等に支障をきたしている状況である。
○　名護中学校(ロイター板)
　上記の学校にあるロイター板は老朽化が進んでおり(平成13年度購入)、授業等に
支障をきたしている状況である。
○　大宮中学校(生徒用机)
　上記の学校にある生徒用机は老朽化が進んでおり(平成13年度購入)、授業等に支
障をきたしている状況である。
○　屋我地ひるぎ学園(ホワイトボード)
　上記の学校にあるホワイトボードは老朽化が進んでおり(平成13年度購入)、授業
等に支障をきたしている状況である。
○　屋我地ひるぎ学園ギャッチベッド)
　上記の学校にあるギャッチベッドは老朽化が進んでおり(昭和52年度購入)、授業
等に支障をきたしている状況である。
○　屋我地ひるぎ学園(ギャッチベッド)
　上記の学校にある生徒用机は老朽化が進んでおり((昭和62年度購入)、授業等に支
障をきたしている状況である。

　以上の課題改善に向け、本事業によりこれらの物品を購入、設置することで授業
及び学校活動等を安定的に行える環境を整備する。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

大宮小学校ほか13校物品購入

名護市長

名護市字饒平名、字真喜屋、字田井等、字屋部、宮里、東江、字幸喜、字豊原、大
北、字仲尾次、字屋部、大西、宮里、字饒平名、



補助事業の内容

補助事業の始期及び終期

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

事業費及び交付金額

無

５年度 計

事業費 12,656,727 12,656,727

交付金額 12,656,000 12,656,000

円

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、授業等を安定的に行える環境を整備することが
できた。このことについて、小学校及び中学校の教師へアンケートを実施したと
ころ、机・イスほかの整備により「机とイスが児童の体格に合い、きれいな天板
でスムーズに学習できるようになった。」、体育備品の整備により「低学年用の
跳び箱がなかったため、授業で今後活用予定となっている。また、上がり補助器
と合わせて、児童の器械運動の能力の育成に繋がる。」、家庭科備品の整備によ
り「炊飯器の使い方を知らない児童が多かったので、日常的に活用できるよう指
導ができた。」、理科備品の整備により「実験が安全でスムーズに行うことがで
きるようになった。」、電気機器の整備により「児童・職員が体育館で一堂に会
し、授業、集会や行事を行う際に換気、また涼風を通すことができ熱中症予防の
ための環境が整備され安定して授業等が実施できる。」、音響機器の整備により
「音楽の授業やレクリエーションの際、CDを活用しスムーズに児童が活動できる
ようになった。」等の回答が得られており、安定的に授業を行える環境が整った
と評価する。

【地域住民への周知】
　保護者及び地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業である旨を市ホームページへ掲載して周知を図った。（防衛省と地域
社会との協力を象徴するエンブレムの掲示を含む。）

今後とも安定した学校運営のため、整備した備品を適切に管理していく。

机・イスほか一式、体育備品一式、家庭科備品一式、理科備品一式、電気機器一
式、音響機器一式、

令和５年度

円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果
の 目 標

補助事業の内容

補助事業の始期
及び終期

円 円 円 円

基
金
造
成
額

事業の改善措置及
び今後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

名護市都市公園整備事業

名護市長

名護市　大北　地内

　本事業において地域住民の憩いの場やレクリエーションを行う場として公園を整備す
ることにより、名護らしいみどりのまちづくりを推進し、公園の充実を図ることを目的
とする。

実施設計、資材単価調査業務、磁気探査業務、整備工事　A=0.26ha

基金の造成：令和3年度から令和13年度まで
基金の処分：令和4年度から令和13年度まで

【補助事業の成果及び評価】
・本事業を実施したことにより、公園の充実を図ることができた。
　整備完了後、アンケート調査を実施したところ、「遊具が整備され良くなった、景観
が良くなった」との回答が多数あったことから、本事業の成果目標を達成できたと評価
する。

【地域住民への周知の実施状況】
・本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を本市ホームページ及
び工事用看板（防衛省と地域社会との協力を象徴するエンブレムの掲示を含む。）へ記
載し、地域住民への周知を図った。

今後も、都市公園整備について、地域住民の要望を踏まえ計画的に努めていく。

市町村費等 0 0 0 0

運用益 0 0 0

無し

令和3年度 令和4年度 令和5年度 計

交付金額
89,371,000 50,762,000 38,000,000 178,133,000

0

計 89,371,000 50,762,000 38,000,000 178,133,000

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業費及び交付金額

147,892,835

基金残額 89,371,000 82,161,692 30,240,165 30,240,165

基金処分額 0 57,971,308 89,921,527



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和５年度

円 円 円 円 円 円
事業費 5,949,790

交付金額 5,949,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

消防救助救急資器材購入

名護市長

名護市大北地内

ドローンの災害事案での活用は、令和６年４月に発令された津波警報時及び同月
の遭難事案において、ドローンの映像による情報収集活動で有効に活用された。
また、災害事案に係る訓練においてドローン及び救急救命処置シミュレーターが活
用され、運用開始からドローンは8回、救急救命処置シミュレーターは10回実施する
ことができた。以上のことにより、迅速で効果的な消防活動を構築し、災害等から市
民の生命、身体及び財産を保護するとともに、災害による被害の軽減を図る環境整
備かできたと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

近年、捜索救助用に開発されたドローンの性能が大幅に向上していることから、
安全・確実・迅速に捜索救助活動等を実施できるよう産業用ドローンを整備し、
現場活動支援及び検証体制を構築するもの。
　また複雑多様化する救急現場において安全で効果的な活動を展開するた
め、救急隊員の育成及びスキルアップを目的に救急救命処置シミュレーターを
整備し、継続した救急隊員の技術の質を担保及びスムーズな現場活動を構築
するもの。
　ドローン及び救急救命処置シミュレーターを整備することにより、捜索救助連
携能力の向上及び、救急隊員の技術の向上が図られる。このことは迅速で効果
的な消防活動を構築し、災害等から市民の生命、身体及び財産を保護するとと
もに、災害による被害の軽減を図ることに繋がる。

物品購入　ドローン、救急救命処置シミュレーター

令和５年度

計

5,949,790

　地域住民への理解を図るため、特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業で
ある旨を以下のように周知。
　・名護市ホームページへ掲載済み
　・名護市公式SNSへ掲載済み

　今後も安定した消防力を維持するため、訓練や資機材の点検等を計画的に実施
し整備を図る。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

5,949,000

【補助事業の成果及び評価】


